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インターバンクの声 （2017 年 4 月 4 日） 
 

週明けのドル円相場は、東京時間に付けた 111 円 50 銭台からニューヨーク市場で

は 110 円 80 銭台まで 70 銭ほど円買いが進んだものの、週末に米雇用統計の発表

が控えており、一気に 110 円割れを狙うような動きではなかった。 

東京市場が引けた後も、ロンドン市場からニューヨーク市場の朝方まで 111 円 20 銭

台から 50 銭の狭いレンジ内での取引を続けたが、3 月の米 ISM製造業景況指数の

発表後にドルが売られ始めた。景況指数そのものはわずかながら市場予想を上回り、

雇用の項目も前月から大幅に上昇しており、むしろドル買いに反応すべきだとも思

われた。 

あえてドル売りの理由を探せば、2 月の景況指数からは下落したことが挙げられるか

も知れないが、元々ドルを売りたかった連中が指標発表を利用しただけかも知れな

い。 

米長期金利も低下しているが低下幅は小幅で、原油価格の下落も 50 ドルを割らず

に済んでいる。ロシアの地下鉄爆破テロが材料になったのかも知れないが、確かな

ことは分からない。米中首脳会談、米雇用統計発表まではレンジ相場が続きそうだ

が、バイアスは円高に傾いているので急なドル下落には要注意だ。 
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